
P.3

P.4

P.7

P.8

P.9

　利用頻度の高い窓口を１・２
階に集約。
　明るく、すっきり、ゆとりあ
る通路、分かりやすい案内表
示、キッズスペースも併設され
大変利用しやすい窓口となりま
した。
　ぜひ一度ご来庁ください。

P.7~

一般質問

7人が
市政を問う

今　号　の　表　紙 
新庁舎高層棟オープン！

委員会審査

市が解体・撤去
委員会審査

一般質問

コロナ後の経済
３つの重点施策を実施
一般質問

傾いた川島大橋 
国に対し復旧を要望

議案概要

決 算 を 総 括
感染症対策に注力

一般質問

決算・主な事業
令 和 2 年 度

4 カ国語に対応

危険な空き家

生活ハンドブック配付

議場に電子表決システムを導入　議場に電子表決システムを導入　
( 関連記事は 2 ページ )( 関連記事は 2 ページ )

P.5

　表紙モデル：ミスかかみがはら（さくら）安藤風季さん（右側）

2 0 2 1 年 1 1 月 発 行
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よ
る
離
職
者
の
再
就
職
の
支
援
と
、

介
護
現
場
の
人
材
不
足
の
解
消
に
つ

な
げ
る
た
め
、
当
該
離
職
者
が
介
護

事
業
所
に
就
職
し
た
場
合
な
ど
に
給

付
金
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
１
２
７
万
１
千
円

議 案 概 要
令和 3 年９月定例会

定例会を８月 23 日から 9 月 14 日までの 23 日間開催し、令和２年度一般会計
決算の認定や、令和 3 年度一般会計補正予算をはじめとする 28 案件を審議しま
した。

予
算
に
関
す
る
議
案

そ
の
他
の
議
案

介護現場で働く職員（イメージ）

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
当
面
の
行
政
需
要
に
対
応
す
る
た

め
、
歳
入
歳
出
予
算
な
ど
の
補
正
を

行
う
も
の
で
、
主
な
も
の
は
次
の
と

お
り
で
す
。

歳
出
の
主
な
も
の

▼
障
害
者
福
祉
対
策
費

　
障
が
い
児
者
な
ど
が
行
方
不
明
に

な
っ
た
際
、
衣
類
に
貼
っ
た
二
次
元

バ
ー
コ
ー
ド
を
発
見
者
が
読
み
取
る

と
、
家
族
な
ど
へ
発
見
通
知
メ
ー
ル

が
届
く
「
見
守
り
シ
ー
ル
」
を
配
付

す
る
も
の
で
す
。　
２
３
万
７
千
円

▼
商
業
振
興
対
策
費

　
中
小
事
業
者
の
支
援
と
非
接
触
型

の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
推
進
を

目
的
に
、
市
内
で
対
象
の
飲
食
店
や

タ
ク
シ
ー
事
業
者
な
ど
へ
の
支
払
い

を
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済
で
行
っ
た
場
合

に
、
利
用
額
の
20
％
分
の
ポ
イ
ン
ト

を
利
用
者
に
還
元
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
１
カ
月
間
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
２
億
４
５
３
万
９
千
円

▼
高
齢
者
福
祉
対
策
費

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

▼
土
地
の
取
得

　
（
仮
称
）
各
務
山
工
業
団
地
を
南

北
に
横
断
す
る
市
道
各
３
７
８
号
線

な
ど
を
整
備
す
る
た
め
、
市
土
地
開

発
公
社
か
ら
各
務
西
町
４
丁
目
地
内

な
ど
の
土
地
を
取
得
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
５
６
６
２
万
５
千
円

▼
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
改
正

　
議
案
に
対
す
る
議
員
の
賛
成
・
反

対
の
意
思
表
示
は
、
議
場
で
は
主
に

起
立
に
よ
り
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

新
庁
舎
で
導
入
し
た
電
子
表
決
シ
ス

テ
ム（
賛
成・反
対
の
押
し
ボ
タ
ン
）

を
使
っ
た
方
法
も
可
能
に
す
る
こ
と

な
ど
を
定
め
る
も
の
で
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
議
員
個
人
の
賛
成
・

反
対
の
状
況
が
明
確
に
分
か
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
感
染
症
に
関
す
る
報
告
会

　
８
月
23
日
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
市
の
現
状
を

確
認
す
る
た
め
、
報
告
会
を
行
い
ま

し
た
。

　
報
告
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
対
応
に
つ

い
て
、
市
か
ら
の
報
告
の
後
、
議
員

か
ら
市
に
対
し
、
質
問
と
要
望
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

　
市
か
ら
は
、
①
市
独
自
の
非
常
事

態
宣
言
を
発
出
し
た
こ
と
②
市
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
状
況
と
供
給
状
況
③
今

後
の
接
種
計
画
④
外
国
籍
の
方
へ
の

対
応
⑤
12
歳
か
ら
15
歳
の
方
へ
の
接

種
方
策
⑥
今
後
の
接
種
費
用
に
つ
い

て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
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令和２年度を振り返る
令和２年度一般会計で各務原市が使ったお金（歳出）７１３億４２３１万円の内訳を円グラ
フで示しています。入ってきたお金（歳入）は７５４億１６９８万円で、歳入と歳出の差
４０億７４６７万円は、繰越金として次の年度に使われます。

民生費
19.7%

総務費
29.7%

教育費
10.5%

公債費
8.4%

土木費土木費
5.45.4%%

その他 消防費　　　 22 億円
商工費　       22 億円
農林水産業費　4 億円
議会費　         3 億円
労働費　         1 億円

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
商
工
費
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
売
上
が
減
少
し
た
事
業

者
な
ど
を
支
援
す
る
た
め
、
全
市
民

を
対
象
に
１
セ
ッ
ト
１
万
円
分
の
商

品
券
を
５
千
円
（
プ
レ
ミ
ア
ム
率
１

０
０
％
）
で
販
売
し
ま
し
た
。

産
後
ケ
ア
事
業
（
衛
生
費
）

　
家
族
な
ど
か
ら
十
分
な
支
援
が
受

け
ら
れ
な
い
、
産
後
４
カ
月
頃
ま
で

の
母
子
に
対
し
、
助
産
師
に
よ
る
訪

問
な
ど
心
身
ケ
ア
や
育
児
支
援
を
行

う
こ
と
で
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
る
支
援
体
制
を
確
保
し
ま
し
た
。

　
桐
野
公
園
整
備
事
業
（
土
木
費
）

　
「
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
の
方

が
憩
え
る
心
安
ら
ぐ
公
園
」
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
、
大
雨
の
際
に
一
時
的
に

水
を
溜
め
る
こ
と
の
で
き
る
調
整
池

機
能
を
兼
ね
備
え
た
、
緑
豊
か
な
公

園
を
整
備
し
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
担
い
手

　
　
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
（
総
務
費
）

　
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
行
う
団
体
の

令
和
２
年
度
の
主
な
事
業

令和３年１月に整備された新弓道場

諸支出金
14.1%

歳 出
（一般会計）

決 算決 算

  高齢者や障がい者、
子育てなどの支援

民生費　141 億円

「
つ
な
が
り
づ
く
り
」
を
目
的
と
し

た
講
演
会
や
個
別
マ
ッ
チ
ン
グ
を
実

施
し
ま
し
た
。

避
難
所
感
染
症
対
策
資
機
材

　
　
　
　
　
購
入
事
業
（
消
防
費
）

　
災
害
時
に
お
け
る
避
難
所
の
感
染

症
対
策
を
強
化
す
る
た
め
、
マ
ス
ク

や
消
毒
液
、
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
、
段

ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
な
ど
の
資
機
材
を
購

入
し
ま
し
た
。

弓
道
場
整
備
事
業
（
教
育
費
）

　
鵜
沼
三
ツ
池
町
に
あ
っ
た
旧
弓
道

場
の
老
朽
化
な
ど
に
伴
い
、
各
務
野

ス
ポ
ー
ツ
の
森
東
側
に
新
た
な
弓
道

場
を
移
転
・
整
備
し
ま
し
た
。

学校や教育環境の整備
教育費　74 億円

病気の予防やごみ処理
衛生費　36 億円

道路や公園、橋の整備
土木費　38 億円

基金への積立金や
他会計への繰出金

諸支出金　100 億円

衛生費衛生費
5.05.0%%

借入金の返済
公債費　60 億円

地域振興や広報活動
総務費　212 億円
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令
和
２
年
度
末
ま
で
の
使
用
許
可

数
は
６
８
６
区
画
と
な
り
、
全
３
５

０
０
区
画
に
対
し
、
使
用
率
は
19
・

６
％
と
な
っ
た
。

令
和
２
年
度
一
般
会
計
決
算

　
保
育
所
等
入
所
選
考
シ
ス
テ

　
ム
の
導
入
に
よ
っ
て
自
動
化

さ
れ
た
内
容
と
そ
の
成
果
は
。

　
こ
れ
ま
で
は
入
所
の
申
し
込

　
み
を
受
け
付
け
た
後
、
職
員

が
手
作
業
で
保
育
の
必
要
性
な
ど
に

応
じ
て
採
点
し
、
点
数
順
に
並
べ
入

所
の
選
考
を
し
て
い
た
が
、
そ
れ
を

自
動
で
行
う
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
。

　
導
入
に
よ
り
、
申
込
者
が
多
い
４

月
入
所
分
決
定
通
知
書
の
発
送
時
期

が
１
カ
月
早
く
な
り
、
１
月
中
旬
に

発
送
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
令
和
元
年
度
に
瞑め

い
想
の
森
に

　
整
備
し
た
、
複
数
の
方
の
遺

骨
を
納
め
る
「
合
葬
式
墓
地
」
の
使

用
状
況
は
。

　
令
和
２
年
度
の
使
用
許
可
数

　
は
１
２
７
区
画
で
あ
っ
た
。

委
員
会
審
査

令
和
２
年
度
一
般
会
計
決
算

　
感
染
防
止
対
策
と
し
て
救
急

　
隊
員
に
代
わ
り
胸
骨
圧
迫
が

で
き
る
自
動
式
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
器

を
２
台
導
入
し
た
が
、
そ
の
使
用
実

績
は
。

総
務
常
任
委
員
会

議
案
を
分
野
別
に
４
つ
の
委
員
会
に
分
け
、
詳
し
く
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

各
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
令
和
２
年
度
に
使
用
の
訓
練

　
と
検
証
を
行
い
、
令
和
３
年

６
月
か
ら
運
用
を
開
始
し
、
こ
れ
ま

で
に
６
件
使
用
し
た
。

　
空
き
家
と
な
っ
た
建
物
を
市

　
が
所
有
者
に
代
わ
り
行
政
代

執
行
で
解
体
し
た
が
、
そ
の
内
容
は
。

　
火
災
で
焼
失
し
倒
壊
の
危
険

　
性
が
あ
っ
た
建
物
に
つ
い
て
、

地
元
自
治
会
な
ど
か
ら
相
談
が
あ
り
、

市
か
ら
所
有
者
に
解
体
を
促
し
た
が

進
展
が
な
か
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
各
務
原
市
特
定
空
家
等

審
査
会
の
答
申
を
受
け
、
そ
の
建
物

を
「
特
定
空
家
等
」
に
認
定
し
た
。

　
そ
の
後
、
法
律
に
基
づ
き
、
所
有

者
に
対
し
て
撤
去
の
助
言
、
指
導
、

勧
告
、
命
令
を
段
階
的
に
行
っ
た
が

進
展
が
な
か
っ
た
た
め
、
最
終
的
に

市
が
解
体
し
て
更
地
に
し
た
。

　
解
体
撤
去
に
要
し
た
費
用
を

　
所
有
者
か
ら
回
収
で
き
て
い

な
い
よ
う
だ
が
、
ど
う
す
る
予
定
か
。

中断なく胸骨圧迫が可能な自動式心臓マッサージ器

　
所
有
者
に
対
し
て
、
費
用
の

　
請
求
と
督
促
を
し
た
が
経
済

的
理
由
か
ら
納
付
が
な
か
っ
た
。

　
引
き
続
き
納
付
を
促
す
と
と
も
に
、

現
在
差
し
押
さ
え
て
い
る
そ
の
土
地

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
し
、
そ
の

売
却
金
を
充
て
る
予
定
で
あ
る
。

民
生
常
任
委
員
会

令和元年 10 月に整備した合葬式墓地

令
和
２
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
特
別
会
計
決
算

　
特
定
健
康
診
査
な
ど
の
受
診

　
者
数
と
、
受
診
率
を
向
上
さ

せ
る
た
め
に
行
っ
た
対
策
は
。

　
受
診
者
数
は
５
２
２
４
人
で
、

　
受
診
率
は
36
・
６
％
の
見
込

み
で
あ
る
。

　
対
策
と
し
て
は
、
対
象
者
に
受
診

を
勧
め
る
文
書
や
は
が
き
を
送
る
ほ

か
、
過
去
３
年
間
未
受
診
の
方
を
対

象
に
電
話
勧
奨
を
行
っ
た
。
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令
和
２
年
度
一
般
会
計
決
算

　
市
道
の
防
護
柵
設
置
事
業
の

　
対
象
箇
所
は
。

　
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
の
あ
る
交

　
差
点
と
、
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン

が
な
く
て
も
信
号
の
あ
る
交
差
点
な

ど
１
０
９
カ
所
を
対
象
と
し
、
令
和

２
年
度
は
82
カ
所
に
設
置
し
た
。

　
そ
の
他
の
言
語
の
外
国
人
か

　
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
い
合
わ

せ
に
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
か
。

令
和
２
年
度
一
般
会
計
決
算

　
外
国
人
の
た
め
の
生
活
ハ
ン

　
ド
ブ
ッ
ク
の
発
行
部
数
と
配

付
方
法
は
。

　
２
８
０
０
部
発
行
し
、
言
語

　
別
で
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
版
が

１
０
０
０
部
、
英
語
・
中
国
語
・
ベ

ト
ナ
ム
語
版
が
各
６
０
０
部
で
あ
る
。

　
企
業
、
学
校
、
保
育
所
、
自
治
会

な
ど
に
郵
送
す
る
と
と
も
に
、
市
民

課
の
窓
口
で
も
配
付
し
て
い
る
。

委 審会員 査

安全・快適な生活を送るための情報を外国語で掲載

経
済
教
育
常
任
委
員
会

建
設
水
道
常
任
委
員
会

　
道
路
維
持
整
備
に
関
す
る
自

　
治
会
か
ら
の
要
望
へ
の
対
応

状
況
は
。

　
７
５
３
件
の
自
治
会
要
望
の

　
う
ち
６
０
９
件
に
対
応
し
た
。

　
市
民
公
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の

　
整
備
を
行
う
た
め
の
概
算
事

業
費
は
い
く
ら
か
。

　
古
く
な
っ
た
箇
所
の
最
低
限

　
の
補
修
だ
け
を
行
う
と
約
３

億
円
か
か
り
、
基
本
計
画
に
沿
っ
た

整
備
を
行
う
と
最
大
約
13
億
円
か
か

る
と
試
算
し
て
い
る
。

令
和
２
年
度
下
水
道
事
業
会
計
決
算

　
令
和
２
年
度
に
不
明
水
（
下

　
水
道
管
に
何
ら
か
の
理
由
で

浸
入
す
る
雨
水
や
地
下
水
な
ど
）
が

増
え
た
が
ど
う
対
応
し
た
の
か
。

　
原
因
を
究
明
す
る
た
め
流
量

　
計
な
ど
を
設
置
し
不
明
水
の

エ
リ
ア
特
定
に
取
り
掛
か
っ
て
い
る
。

　
下
水
道
事
業
会
計
の
財
源
不

　
足
を
補
う
た
め
、
国
の
示
し

た
基
準
に
合
わ
な
い
経
費
に
対
し
て

一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
る
「
基
準

外
繰
入
」
を
行
っ
た
が
、
そ
の
状
況

は
。　

下
水
道
使
用
料
値
上
げ
前
の

　
基
準
外
繰
入
金
は
約
３
億
円

で
、
値
上
げ
後
は
１
億
７
６
０
０
万

円
に
な
っ
た
。　

　
令
和
４
年
度
に
使
用
料
の
値
上
げ

を
予
定
し
て
い
る
が
、
基
準
外
繰
入

金
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
に
近
い
額
に
な
る
と

考
え
て
い
る
。

　
市
職
員
が
19
カ
国
語
対
応
の

　
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
つ
な
ぎ
、

来
庁
者
の
相
談
内
容
を
確
認
し
な
が

ら
対
応
し
て
い
る
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
合
同
企
業
説
明

　
会
事
業
の
成
果
と
課
題
は
。

　
通
常
の
合
同
企
業
説
明
会
に

　
比
べ
て
非
常
に
多
く
の
学
生

に
参
加
い
た
だ
い
た
。

　
課
題
と
し
て
、
対
面
で
の
説
明
会

に
比
べ
、
企
業
が
直
に
学
生
の
反
応

を
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
の

声
が
あ
っ
た
。

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
で
行
っ

　
た
事
業
の
内
容
は
。

　
ホ
ッ
ケ
ー
オ
ラ
ン
ダ
女
子
代

　
表
の
事
前
合
宿
の
受
け
入
れ

に
伴
う
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
事
業
と
し
て
、

市
内
の
小
学
校
２
校
が
選
手
と
オ
ン

ラ
イ
ン
で
交
流
し
た
ほ
か
、
小
中
学

校
・
特
別
支
援
学
校
で
オ
ラ
ン
ダ
料

理
を
取
り
入
れ
た
給
食
を
提
供
す
る

な
ど
行
っ
た
。

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
用

　
い
た
ポ
イ
ン
ト
還
元
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
実
施
時
期
は
。

　
コ
ロ
ナ
の
収
束
な
ど
を
視
野

　
に
入
れ
て
、
適
切
な
時
期
を

見
極
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

新たに設置した防護柵（ＪＲ鵜沼駅北側）
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審議の結果 議案等の審議の結果は以下のとおりです。
賛成全員…◎　賛成多数…〇　賛成少数…△令和 3 年 9 月定例会

議案等
の種類 案　件　名 審議の

結　果
採決の
状　況

専 決
処 分 専決処分の承認（令和 3 年度一般会計補正予算 ( 第 6 号 )） 承認 ◎

決 算

令和 2 年度一般会計決算の認定 認定 ○
令和 2 年度国民健康保険事業特別会計決算の認定 認定 ◎
令和 2 年度介護保険事業特別会計決算の認定 認定 ◎
令和 2 年度後期高齢者医療事業特別会計決算の認定 認定 ○
令和 2 年度水道事業会計決算の認定 認定 ◎
令和 2 年度下水道事業会計決算の認定 認定 ○

補 正
予 算

令和 3 年度一般会計補正予算 ( 第 7 号 ) 可決 ◎
　　　　　　 〃　　　　　　( 第 8 号 ) 可決 〇
　　　　　　 〃　　　　　　( 第 9 号 ) 可決 ◎
令和 3 年度介護保険事業特別会計補正予算 ( 第 1 号 ) 可決 ◎

条 例 水道事業給水条例の一部を改正する条例 可決 ◎
契 約 工事請負契約の締結 ( 旭ケ丘住宅Ｂ棟耐震補強等工事 ) 同意 ◎

人 事
固定資産評価審査委員会委員の選任 ( 森茂氏 ) 同意 ◎
人権擁護委員候補者の推薦 ( 長谷川繁氏、岩田親典氏、村上鐘治氏 ) 同意 ◎

その他

土地の取得（市道各 378 号線ほか 2 道路用地） 可決 ○
令和 2 年度水道事業会計未処分利益剰余金の処分 可決 ◎
市道路線の認定 ( 市道那 1149 号線ほか 1 路線 ) 可決 ◎
　　　 〃　　　( 市道那 1148 号線 ) 可決 ◎
　　　 〃　　　( 市道鵜 1417 号線 ) 可決 ◎

議 員
提 案

市議会会議規則の一部を改正する規則 可決 ◎
出産育児一時金の増額を求める意見書 可決 ○
コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書 可決 ◎

請 願

コロナウイルス検査の拡充を求める請願 継続
審査 －

難聴者の補聴器購入に対する公的補助制度の創設を求める請願及び
補聴器を保険適用されるよう国に求める意見書の採択を求める請願

継続
審査 －

日本政府に核兵器禁止条約の署名と批准を求める意見書採択につい
ての請願 不採択 △
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新
庁
舎
の
防
災
機
能

移
住
定
住
の
促
進

　
令
和
２
年
度
の
決
算
を
ど
の

　
よ
う
に
総
括
し
て
い
る
か
。

　
令
和
２
年
度
当
初
予
算
で
は
、

「
地
域
力
推
進
予
算
」
と
銘
打

ち
、
市
民
が
「
人
と
の
つ
な
が
り
」

「
地
域
と
の
つ
な
が
り
」
を
感
じ
ら

れ
る
事
業
を
盛
り
込
ん
だ
。

　
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
「
つ
な
が
り

づ
く
り
」
を
大
切
に
し
た
多
く
の
施

策
が
中
止
ま
た
は
縮
小
と
い
っ
た
苦

渋
の
決
断
を
迫
ら
れ
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
本
市
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
立
ち
向
か
う
べ
く

数
多
く
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
事
業
に
取
り
組
ん
だ
。

　
決
算
で
は
、
市
税
が
８
年
連
続
で

増
収
と
な
っ
た
ほ
か
、
適
正
な
執
行

管
理
に
努
め
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

令
和
２
年
度
決
算
の
総
括

感
染
症
対
策
に
注
力
も
健
全
な
財
政
を
維
持

一
般
会
計
と
全
て
の
特
別
会
計
に
お

い
て
、
実
質
収
支
が
黒
字
と
な
っ
た
。

　
市
債
は
、
順
調
な
償
還
や
利
率
の

見
直
し
の
結
果
、
前
年
度
に
比
べ
約

21
億
円
減
少
の
約
２
５
３
億
円
と
な

り
、
令
和
元
年
度
に
引
き
続
き
、
基

金
残
高
が
借
入
残
高
を
上
回
っ
た
。

市
政
全
般
に
わ
た
る
事
務
の
執
行
状
況
や
政
策
方
針
な
ど
を
、
各
議
員
が

市
政
全
般
に
わ
た
る
事
務
の
執
行
状
況
や
政
策
方
針
な
ど
を
、
各
議
員
が

市
に
対
し
て
質
問
し
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

市
に
対
し
て
質
問
し
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
た
、
電
気
や
水
道
な
ど
の
イ
ン

フ
ラ
が
途
絶
え
た
際
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
機
能
を
強
化
し
て
お
り
、
７
日
間

連
続
運
転
が
可
能
な
自
家
発
電
設
備

に
よ
り
、
庁
舎
機
能
を
維
持
す
る
こ

と
が
で
き
る
。　

　
ソ
フ
ト
面
で
は
、
災
害
対
策
本
部

な
ど
で
利
用
す
る「
防
災
シ
ス
テ
ム
」

を
導
入
し
た
こ
と
で
、
災
害
情
報
の

集
約
が
容
易
に
な
り
、
被
害
内
容
の

同
時
共
有
と
迅
速
な
対
応
が
可
能
に

な
る
。

一
般
質
問

ソフト面でも強化された新庁舎の災害対策本部

仙
石
浅
善
／
津
田
忠
孝
／
横
山
富
士
雄
／
大
竹
大
輔
／
小
島
博
彦
／
杉
山
元
則
／
古
川
明
美

9
月
定
例
会
で
一
般
質
問
を
し
た
議
員
（
質
問
順
）

　

移
住
定
住
総
合
窓
口「
か
か

　
み
が
は
ら
オ
ー
プ
ン
ク
ラ
ス
」

の
取
り
組
み
の
成
果
は
。

　
平
成
29
年
に
イ
オ
ン
モ
ー
ル

　
各
務
原
内
に
窓
口
を
開
設
し
、

移
住
定
住
を
考
え
る
方
に
向
け
て
情

報
の
発
信
と
提
供
を
行
っ
て
き
た
。

　
市
内
外
か
ら
、
延
べ
１
万
６
千
人

を
超
え
る
来
訪
者
と
、
５
２
６
件
の

相
談
が
あ
り
、
53
世
帯
１
３
３
人
の

移
住
に
つ
な
が
っ
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
や
コ
ロ
ナ
後
を
見

　
据
え
た
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　
令
和
４
年
度
よ
り
、
新
庁
舎

　
に
オ
ー
プ
ン
ク
ラ
ス
を
移
し
、

こ
れ
ま
で
の
相
談
方
法
に
加
え
、
非

対
面
や
遠
方
か
ら
の
相
談
に
も
対
応

で
き
る
よ
う
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
相

談
を
導
入
す
る
。

　
ま
た
、
創
設
に
向
け
て
準
備
中
の

「
空
き
家
バ
ン
ク
」
と
も
連
携
し
、

相
談
機
能
の
充
実
を
図
る
な
ど
さ
ら

な
る
移
住
定
住
の
促
進
に
努
め
る
。

　
旧
庁
舎
に
比
べ
、
新
庁
舎
で

　
強
化
さ
れ
た
防
災
設
備
の
内

容
は
。

　
新
庁
舎
の
ハ
ー
ド
面
と
し
て

　
は
、
耐
震
性
能
が
向
上
し
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
の
大
地
震
に

も
耐
え
ら
れ
る
免
震
構
造
に
な
っ
て

い
る
。
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一 問質般

　
現
在
の
市
内
の
景
気
動
向
は

　
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
自
動
車
産
業
や
工
作
機
械
産

　
業
な
ど
で
は
、
中
国
や
米
国

へ
の
輸
出
額
が
増
加
す
る
な
ど
、
持

ち
直
し
の
動
き
が
み
ら
れ
る
。

　
一
方
、
航
空
宇
宙
産
業
で
は
、
世

界
的
な
旅
客
需
要
の
激
減
に
伴
う
航

空
機
体
の
需
要
の
低
迷
が
今
後
数
年

続
く
と
見
込
ま
れ
る
な
ど
、
依
然
厳

し
い
と
認
識
し
て
い
る
。　

　
コ
ロ
ナ
禍
後
を
見
据
え
た
経

　
済
対
策
は
。

　
本
市
の
産
業
競
争
力
や
雇
用

　
を
支
え
る
も
の
づ
く
り
企
業

の
維
持
・
強
化
に
向
け
、
「
航
空
宇

宙
」「
新
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
」「
Ｄ※
Ｘ
（
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
」
と
い
う
３
つ
の
重
点
施
策
に

取
り
組
む
こ
と
が
必
要
に
な
る
と
考

え
て
い
る
。　

※
Ｄ
Ｘ
と
は
？

　
デ
ジ
タ
ル
技
術
や
デ
ー
タ
を
駆
使

し
て
、
作
業
の
一
部
に
と
ど
ま
ら
ず
、

社
会
や
暮
ら
し
全
体
が
よ
り
便
利
に

な
る
よ
う
変
革
し
て
い
く
取
り
組
み

の
こ
と
。

コ
ロ
ナ
禍
後
の
経
済
対
策
は

将
来
を
見
据
え
た
３
つ
の
重
点
施
策
に
取
り
組
む

燕市で金属加工品を視察する本市職員

ワンタッチで消防署につながる緊急通報システム

社
会
的
孤
立
を
防
ぐ
対
策

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
で

　
　
飲
食
業
な
ど
を
支
援

　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
で
は

　
な
く
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

を
選
ん
だ
理
由
は
。

　
①
時
間
を
か
け
ず
タ
イ
ミ
ン

　
グ
よ
く
実
施
で
き
る
こ
と
、

②
多
く
の
人
員
を
必
要
と
せ
ず
低
コ

ス
ト
で
あ
る
こ
と
、
③
非
接
触
型
で

感
染
リ
ス
ク
が
低
い
こ
と
、
④
よ
り

多
く
の
店
舗
に
利
用
い
た
だ
け
る
こ

と
、
⑤
市
内
外
よ
り
多
く
の
方
々
の

利
用
が
見
込
め
る
こ
と
な
ど
の
点
に

お
い
て
、
優
位
性
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
た
め
で
あ
る
。

　
地
域
経
済
活
性
化
へ
の
効
果

　
を
ど
の
よ
う
に
見
込
む
の
か
。

　
本
市
に
は
魅
力
あ
る
飲
食
店

　
が
数
多
く
あ
り
、
こ
の
事
業

が
新
規
顧
客
を
掘
り
起
こ
す
き
っ
か

け
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　
市
内
外
の
多
く
の
方
が
各
務
原
の

味
を
堪
能
し
、
さ
ら
な
る
ま
ち
の
魅

力
を
感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
狙
っ

た
広
が
り
の
あ
る
事
業
で
あ
る
。

　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済
を
未
導
入
の
店

舗
の
方
に
は
、
こ
の
機
会
に
導
入
を

ご
検
討
い
た
だ
き
、
よ
り
多
く
の
店

舗
で
多
く
の
方
に
各
務
原
を
満
喫
し

て
も
ら
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　
高
齢
者
な
ど
の
社
会
的
孤
立

　
の
防
止
と
安
否
確
認
に
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
す
る
考
え
は
。

　
疾
病
の
あ
る
一
人
暮
ら
し
の

　
高
齢
者
に
は
、
緊
急
通
報
シ

ス
テ
ム
に
よ
る
緊
急
時
の
救
急
搬
送

に
加
え
、
専
門
職
に
よ
る
健
康
相
談

や
月
１
回
の
安
否
確
認
を
行
っ
て
い

る
。

　
ま
た
、
電
力
事
業
者
と
連
携
し
、

ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
（
デ
ジ
タ
ル
で

電
力
の
消
費
量
を
測
定
し
デ
ー
タ
を

遠
隔
地
に
送
る
こ
と
が
で
き
る
）
を

活
用
し
た
高
齢
者
の
安
否
確
認
な
ど

の
実
証
実
験
を
新
た
に
実
施
す
る
予

定
で
あ
る
。

　
ま
た
「
新
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
」
で
は
、

金
属
複
合
加
工
産
業
の
集
積
地
で
あ

る
新
潟
県
燕つ

ば
め

市
と
の
地
域
間
交
流
事

業
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
７
月
に
は

市
職
員
を
派
遣
し
て
先
進
事
例
調
査

を
行
っ
た
。

　
秋
以
降
に
は
、
燕
市
企
業
を
本
市

へ
招
待
し
、
本
市
企
業
と
の
交
流
を

計
画
し
て
い
る
。

　
今
後
も
市
内
企
業
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
の
確
立
や
、
他
地
域
の
も
の
づ

く
り
企
業
と
の
交
流
の
機
会
を
創
出

し
て
い
く
。
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一 問質般

　
県
が
管
理
し
て
い
る
川
島
大

　
橋
の
橋
脚
の
一
部
に
傾
き
が

確
認
さ
れ
た
が
、
そ
の
状
況
は
。

　
令
和
３
年
５
月
の
大
規
模
な

　
出
水
で
橋
脚
の
基
礎
の
下
に

あ
る
土
砂
が
深
さ
50
㎝
ほ
ど
洗
い
流

さ
れ
た
た
め
、
沈
下
し
傾
い
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
橋
の
上
部
の
鋼
材

に
折
れ
曲
が
り
や
ね
じ
れ
な
ど
が
生

じ
、
倒
壊
の
恐
れ
が
あ
る
危
険
な
状

態
と
な
っ
た
た
め
、
岐
阜
県
は
６
月

か
ら
橋
脚
と
上
部
の
鋼
材
に
つ
い
て

緊
急
対
策
工
事
を
行
っ
て
い
る
。

　
川
島
大
橋
の
復
旧
に
向
け
た

　
市
・
県
・
国
の
動
き
は
。

　
県
で
は
学
識
経
験
者
や
橋
梁

　
構
造
の
専
門
家
、
国
、
市
な

ど
で
構
成
さ
れ
る
対
策
検
討
会
を
設

置
し
、
現
状
の
調
査
と
補
修
工
法
な

ど
に
関
す
る
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　
７
月
15
日
に
は
、
市
長
が
県
知
事

に
対
し
、
児
童
生
徒
を
は
じ
め
地
域

住
民
の
移
動
に
支
障
を
き
た
し
て
い

る
現
状
を
説
明
し
、
一
日
も
早
い
復

旧
の
要
望
を
行
っ
た
。

　
さ
ら
に
同
月
21
日
に
は
、
県
知
事

と
市
長
が
、
国
土
交
通
副
大
臣
に
対

大
出
水
に
よ
り
橋
脚
が
傾
い
た
川
島
大
橋

国
が
県
に
代
わ
り
復
旧
を
行
う
方
向
で
調
整

川島大橋を視察する国土交通大臣（左から2人目）

　
建
設
水
道
常
任
委
員
会
は
、
８
月

５
日
に
市
内
４
カ
所
の
視
察
を
行
い

ま
し
た
。

▼
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

　
　
　
　
　
（
那
加
第
一
小
学
校
）

　
本
市
で
は
、
一
次
避
難
所
に
指
定

さ
れ
て
い
る
小
中
学
校
の
う
ち
、
下

水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る
学
校
を
対

象
に
、
令
和
２
年
度
か
ら
４
カ
年
の

計
画
で
、
災
害
時
に
使
用
す
る
マ
ン

ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
整
備
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。

　
今
回
は
、
令
和
２
年
度
に
13
基
の

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
を
整
備
し
た
那

加
第
一
小
学
校
で
、
実
際
に
ト
イ
レ

組
み
立
て
作
業
を
視
察
し
た
。

　
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
は
、
マ
ン
ホ

ー
ル
の
上
に
簡
易
組
立
ト
イ
レ
を
設

置
し
、
プ
ー
ル
の
水
を
利
用
し
て
貯

留
管
に
溜
ま
っ
た
汚
物
を
下
水
道
本

管
に
流
す
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

　
組
立
実
演
を
受
け
、
災
害
時
に
適

切
に
利
用
で
き
る
よ
う
訓
練
の
実
施

や
、
事
前
確
認
の
必
要
性
を
感
じ
た
。

　
ま
た
、
市
か
ら
は
「
男
女
別
の
利

用
や
衛
生
的
な
利
用
に
配
慮
し
た
工

夫
を
行
い
、
災
害
時
に
効
果
を
最
大

限
に
生
か
せ
る
よ
う
に
し
た
い
」
と

説
明
が
あ
っ
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
法
面
改
修
と
送
水
設

備
の
更
新
を
し
た
尾
崎
受
水
池
、
新

た
に
整
備
さ
れ
た
桐
野
公
園
、
今
後

整
備
予
定
の
蘇
原
駅
前
広
場
を
視
察

し
た
。

調
査
の
報
告

市
内
の
現
状
を
把
握
す
る
た
め
、
委
員
会
で
現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

マンホールトイレの組み立て作業を確認する委員

し
、
国
が
県
に
代
わ
っ
て
工
事
を
行

う
権
限
代
行
制
度
を
利
用
し
た
復
旧

に
関
す
る
緊
急
要
望
を
行
っ
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
８
月
30
日
に
は
、

国
土
交
通
大
臣
が
直
接
現
地
を
視
察

し
「
国
が
権
限
代
行
制
度
に
よ
る
復

旧
を
行
う
方
向
で
調
整
し
て
い
る
」

と
の
発
言
が
あ
り
、
早
期
復
旧
が
期

待
さ
れ
る
。

（
こ
の
一
般
質
問
後
の
９
月
３
日
、

国
土
交
通
省
か
ら
、
道
路
法
に
基
づ

き
国
が
権
限
代
行
に
よ
る
復
旧
を
進

め
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
）
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こんな街が
いいな！

市 民 の 声

市議会だより編集委員会
｜委員長｜指宿真弓　｜副委員長｜塚原甫
｜委　員｜水野岳男  古川明美  井戸田直人  池戸一成

市議会の詳しい情報は各務原市公式ウェブサイトからご覧ください。 各務原市議会 検索

　私は各務原で生まれ育ち、小さい頃には友人や町
内の方々と桜まつりや盆踊り、市民運動会などに参
加し、楽しかった思い出があります。
　昨今のコロナ禍で地域の交流は減り、人と人との
関係性も希薄になってしまいましたが、コロナが終
息したあかつきには、地域行事などが再開されるこ
とで、地域の交流が深まり、再びにぎわいが戻ると
思います。
　こうした行事に参加することが思い出となり、次
の世代にも引き継がれていくことを願います。

人とのつながりが
思い出に残る街 
浅野 公介さん（三井東町）

　私は市内で飲食店を 38 年営んでいます。
　コロナで時短営業や休業を余儀なくされる中、古
くからのお客さんが励ましてくださり、また、テイ
クアウトも利用してくださるなど、温かいつながり
に感謝しています。
　高齢者の多い社会になりましたが、地域の活力の
ためには若者や子どもの笑顔が不可欠です。
　厳しい時代にあっても、若者の雇用がしっかり守
られ、自分らしく、人とのつながりを感じられる街
であって欲しいです。

　築 60 年の空き家を活用して、乳幼児向けの親子サ
ロンや子ども食堂を運営し、行き場のない子ども連れ
のための癒しの場、情報交換の場づくりをしています。
　親子のみならず、孤立しがちな世代に向けての居場
所を、空き家などを利用して市内各地に整備できれば
と思います。
　多世代交流の場が複数あれば、人と人とがつながり、
眠っていた物や家が必要な人へと渡り、埋もれた人材
が力を発揮できます。
　そんな良い循環が生まれる居場所がある街にした
いと思います。

みんなの居場所が
各地にある街 
後藤 里奈さん（各務おがせ町）

｜発行｜ 各務原市議会　岐阜県各務原市那加桜町 1-69
｜電話｜ 058-383-2001　｜編集｜市議会だより編集委員会市議会だより

か か み が は ら

雇用が維持され
笑顔がつながる街
石榑 民雄さん（那加琴が丘町）

 Q＆A  教えて！ 会 派とは？
会派ってなに？
市政について同じような考えを持つ議員で組織
するグループのことをいいます。各務原市議会
では、2人以上で会派を結成することができます。

Q.
A.

各務原市議会にはどんな会派があるの？
「政和クラブ（11 人）」、「颯清会（４人）」、「市
議会公明党（３人）」、「日本共産党各務原市議会
議員団（２人）」、「市民派・チームみらい（２人）」
があります。

Q.
A.

12 月定例会の予定
11月26日（金）
12月   9日（木）～ 10日（金）
12月15日（水）～16日（木）
12月21日（火）

本会議（開会）
本会議（質疑、代表・一般質問）
常任委員会
本会議（閉会）

新型コロナウイルス感染症拡大の状況によっては、
会議の傍聴を制限する場合がございます。
傍聴を希望される方は、事前に議会事務局にお問
い合わせいただくか、市議会ウェブサイトをご確
認ください。


